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一

青
森
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
一
号

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
六
十
年
十
月
青
森
県
公

安
委
員
会
規
則
第
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中

｢

医
療
機
関｣

を

｢

医
療
機
関
等｣

に
改
め
、
同
条
中

｢

又
は
診
療
所｣

を

｢

、
診
療
所
、
薬
局
又
は
訪
問
看
護
事
業
者

(

居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
る
療
養
上
の
世
話
又
は

必
要
な
診
療
の
補
助
の
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)｣

に
、｢

指
定
医
療
機
関｣

を

｢

指

定
医
療
機
関
等｣

に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
四
条
の
二

令
第
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
を
準
用
す
る
本
部
長
が
定
め
る
施
設
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

一

老
人
福
祉
法

(

昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号)

第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム

二

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律

(

平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号)

第
三
十

九
条
に
規
定
す
る
施
設

(

身
体
上
又
は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常
時
の
介
護
を
必

要
と
し
、
か
つ
、
居
宅
に
お
い
て
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
被
爆
者
を
入
所
さ
せ
、
必
要

な
養
護
を
行
う
施
設
に
限
る
。)

三

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号)

第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号

に
規
定
す
る
被
災
労
働
者
の
受
け
る
介
護
の
援
護
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業
に
係
る
施
設

(

同
法
に
基
づ
く
年
金
た
る
保
険
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
被
災
労
働
者
で
あ
つ
て
、
常

時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
居
宅
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
も
の

を
入
所
さ
せ
、
必
要
な
介
護
を
提
供
す
る
施
設
に
限
る
。)

(

休
業
給
付
を
行
わ
な
い
期
間)

第
四
条
の
三

令
第
十
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
本
部
長
が
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

期
間
と
す
る
。

一

懲
役
、
禁
錮
若
し
く
は
拘
留
の
刑
の
執
行
の
た
め
監
獄

(

少
年
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
六
十
八
号)

第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
に
お
い
て
刑
を
執
行
す
る
場
合
に

お
け
る
当
該
少
年
院
を
含
む
。)

に
拘
置
さ
れ
て
い
る
期
間
、
死
刑
の
言
渡
し
を
受
け
て
監
獄

に
拘
置
さ
れ
て
い
る
期
間
、
労
役
場
留
置
の
言
渡
し
を
受
け
て
労
役
場
に
留
置
さ
れ
て
い
る
期

間
又
は
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
六
号)

第
二

条
の
規
定
に
よ
る
監
置
の
裁
判
の
執
行
の
た
め
監
置
場
に
留
置
さ
れ
て
い
る
期
間

二

少
年
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
保
護
処
分
と
し
て
少
年
院
若
し
く
は
児
童
自
立
支
援
施

設
に
送
致
さ
れ
、
収
容
さ
れ
て
い
る
期
間
又
は
売
春
防
止
法

(

昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八

…
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号)

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
補
導
処
分
と
し
て
婦
人
補
導
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
期
間

第
五
条
第
一
項
中

｢

指
定
医
療
機
関｣

を

｢

指
定
医
療
機
関
等｣

に
改
め
、
同
項
中
第
六
号
を
第

七
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。三

介
護
給
付
請
求
書

(

別
記
様
式
第
四
号
の
二)

第
五
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
第
二
号
イ
中

｢

続
き
柄｣

を

｢

続
柄｣

に
改

め
、
同
項
第
四
号
中

｢
書
類｣

の
下
に

｢

そ
の
他
の
資
料｣

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
二
項
第
二
号
中

｢
続
き
柄｣

を

｢

続
柄｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

介
護
給
付
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第

二
回
目
以
後
の
請
求
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
介
護
を
要
す
る
状
態
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
第

一
号
に
掲
げ
る
書
類
の
添
付
を
、
介
護
に
従
事
し
た
者
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
第
三
号
に
掲
げ

る
書
類
の
添
付
を
、
そ
れ
ぞ
れ
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
す
医
師
等
の
証
明
書
又
は
そ
の
写
し

二

令
第
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
又
は
同
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
介
護
を
受
け
た
年
月
日
及
び
時
間
並
び
に
当
該
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た

額
を
証
明
す
る
書
類

三

令
第
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
又
は
同
項
第
四
号
の
規
定
の
摘
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
親
族
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
か
ら
介
護
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
書
類

第
七
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

｢

各
号
に
掲
げ
る
書
類｣

の
下

に

｢

及
び
資
料｣

を
加
え
、
同
項
第
二
号
中

｢

続
き
柄｣

を

｢

続
柄｣

に
改
め
、
同
項
第
四
号
及
び

第
五
号
中

｢

書
類｣

の
下
に

｢

及
び
資
料｣

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を

同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中

｢

第
七
条
第
四
項｣

を

｢

第
七
条
第
三
項｣

に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
中

｢

書
類｣

の
下
に

｢

及
び
資
料｣

を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中

｢

協
力
援
助
者｣

を

｢

障
害
給
付
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す

る
協
力
援
助
者｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

｢

協
力
援
助
者｣

を

｢

障
害
給
付
年
金
を
受
け
る
権
利

を
有
す
る
協
力
援
助
者｣

に
、｢

続
き
柄｣

を

｢

続
柄｣

に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中

｢

協
力
援
助
者｣

を

｢

障
害
給
付
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
協
力
援
助
者｣

に
改
め
、
同
項
第

五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

障
害
給
付
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
協
力
援
助
者
が
死
亡
前
に
第
七
条
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
し
て
い
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
請
求
を
行
う
も
の
と
し
た
場
合
に
必
要
な

書
類
そ
の
他
の
資
料

第
十
九
条
第
三
項
中

｢

書
類｣

の
下
に

｢

そ
の
他
の
資
料｣

を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。

第
十
九
条
の
二

介
護
給
付
を
受
け
て
い
る
者
は
、
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
又
は
随
時
介
護
を
要

す
る
状
態
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
く
な
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
実
を
証
明
す
る
資
料
を
添
え

て
、
書
面
に
よ
り
そ
の
旨
を
速
や
か
に
本
部
長
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
七
号
中

｢

続
き
柄｣

を

｢

続
柄｣

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
三
号
の
�
中

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
の
�
の
注
の
６
を
同
注
の
７
と
し
、
同
注
の
５
中

｢又
は
�
｣

を

｢､
�
又
は
�
｣

に
、｢又

は
柔
道
整
復
師
｣

を

｢､
柔
道
整
復
師
又
は
訪
問
看
護
事
業
者
｣

に
改
め
、
同
５
を
同
注

の
６
と
し
、
同
注
の
４
を
同
注
の
５
と
し
、
同
注
の
３
中

｢に
つ
い
て
は
｣

の
次
に

｢､
訪
問
看
護

の
場
合
を
除
き
｣

を
加
え
、
同
３
を
同
注
の
４
と
し
、
同
注
中
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
２
と
し
て

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
三
号
の
�
中

｢※
９
｣

を

｢※
１
０
｣

に
、
同
様
式
の
�
中

｢※
１
０
｣

を

｢※
１

１
｣

に
改
め
、
同
様
式
の
�
と
し
て
次
の
様
式
を
加
え
る
。
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□
看
護
婦

年
月

日
か
ら

日
間

□
付
添
婦

年
月

日
ま
で

年
月
日
か
ら

�
看
護
師
の
資
格

�

日
間
�
□
有

□
無

�
年
月
日
ま
で

□
訪
問
看
護
内
訳
は
｢12

訪
問
看
護
事
業

者
の
証
明
｣
欄
記
入
の
と
お
り
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別
記
様
式
第
四
号
中

｢添
付
す
る
書
類
名
｣

を

｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
、

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
の
注
の
５
を
同
注
の
６
と
し
、
同
注
の
４
中

｢書
類
｣

を

｢資
料
｣

に
改
め
、
同
４

を
同
注
の
５
と
し
、
同
注
の
３
を
同
注
の
４
と
し
、
同
注
の
２
中

｢診
断
書
｣

の
次
に

｢の
記
載
事

項
｣

を
加
え
、
同
２
を
同
注
の
３
と
し
、
同
注
の
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
四
号
の
次
に
次
の
様
式
を
加
え
る
。
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子
人

円

特
定
期
間
に
あ
る
子

子

人 人

円 円
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別
記
様
式
第
五
号
中

｢添
付
す
る
書
類
名
｣

を

｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
、

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
の
注
の
２
を
同
注
の
３
と
し
、
同
注
の
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
六
号
中

｢

を

｣

｢

に
｣

改
め
、
同
様
式
の
注
の
２
を
同
注
の
３
と
し
、
同
注
の
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
七
号
中

｢添
付
す
る
書
類
名
｣

を

｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
改
め
、

同
様
式
の
注
の
２
を
同
注
の
３
と
し
、
同
注
の
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
八
号
中

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
の
注
中
４
を
５
と
し
、
３
を
４
と
し
、
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
九
号
中

｢
障
害
給
付
一
時
金

円

を

｣

｢
障
害
給
付
一
時
金

円

に

介
護

給
付

円
｣

改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
号
中

｢添
付
す
る
書
類
名
｣

を

｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
、

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
の
注
の
４
を
同
注
の
５
と
し
、
同
注
の
３
中

｢書
類
｣

の
次
に

｢及
び
資
料
｣

を
加

え
、
同
３
を
同
注
の
４
と
し
、
同
注
の
２
中

｢診
断
書
｣

の
次
に

｢の
記
載
事
項
｣

を
加
え
、
同
２

を
同
注
の
３
と
し
、
同
注
の
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
十
一
号
中

｢添
付
す
る
書
類
名
｣

を

｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
、

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
の
注
の
５
を
同
注
の
６
と
し
、
同
注
の
４
中

｢書
類
｣

の
次
に

｢及
び
資
料
｣

を
加
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子
人

円

特
定
期
間
に
あ
る
子

子

人 人

円 円

子
人

円

特
定
期
間
に
あ
る
子

子

人 人

円 円

子
人

円

特
定
期
間
に
あ
る
子

子

人 人

円 円

子
人

円

特
定
期
間
に
あ
る
子

子

人 人

円 円

子
人

円

特
定
期
間
に
あ
る
子

子

人 人

円 円
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え
、
同
４
を
同
注
の
５
と
し
、
同
注
の
３
を
同
注
の
４
と
し
、
同
注
の
２
中

｢診
断
書
｣

の
次
に

｢の
記
載
事
項
｣

を
加
え
、
同
２
を
同
注
の
３
と
し
、
同
注
の
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
十
二
号
中

｢添
付
す
る
書
類
名
｣

を

｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
、

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
の
注
中
３
を
４
と
し
、
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
１
３
号
削
除

別
記
様
式
第
十
四
号
中

｢(届
出
の
印
鑑
を
押
す
こ
と
｡)｣

を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
２
を
４
と

し
、
１
を
２
と
し
、
２
の
次
に
３
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
届
出
者
は
､
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
十
四
号
の
注
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１
金
融
機
関
を
届
け
出
る
場
合
に
は
､
あ
ら
か
じ
め
給
付
を
実
施
す
る
者
に
相
談
の
う
え
届

け
出
る
こ
と
｡

別
記
様
式
第
十
五
号
中

｢(届
出
の
印
鑑
を
押
す
こ
と
｡)｣

を
削
り
、

｢
を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
の
注
中
３
を
４
と
し
、
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
届
出
者
は
､
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
十
六
号
中

｢
(表
)

を

｣

｢
(１
)

に
、

｣

｢
(裏
)

を

｣

｢
(２
)

に
、

｣

｢
(表
)

を

｣

｢
(３
)

に

｣

改
め
、
同
様
式
の
注
意
事
項
の
２
を
削
り
、
同
注
意
事
項
の
３
中

｢３
月
､
６
月
､
９
月
｣

を

｢２

月
､
４
月
､
６
月
､
８
月
､
１
０
月
｣

に
改
め
、
同
３
を
同
注
意
事
項
の
２
と
し
、
同
注
意
事
項
の

４
の
�
の
ア
中

｢達
し
た
｣

を

｢達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
３
１
日
が
終
了
し
た
｣

に
改
め
、

同
４
を
同
注
意
事
項
の
３
と
し
、
同
注
意
事
項
の
５
中

｢国
民
金
融
公
庫
｣

を

｢国
民
生
活
金
融
公

庫
｣

に
改
め
、
同
５
を
同
注
意
事
項
の
４
と
し
、
同
注
意
事
項
の
６
中

｢記
入
事
項
｣

を

｢記
載
事
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受
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権
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所

受
給
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注
意

事
項

注
意

事
項
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項
｣

に
改
め
、
同
６
を
同
注
意
事
項
の
５
と
し
、
同
様
式
中

｢
(裏
)

を

｣

｢
(４
)

に

｣

改
め
、
同
様
式
の
注
意
事
項
の
８
の
�
の
オ
中

｢達
し
た
｣

を

｢達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
３

１
日
が
終
了
し
た
｣

に
改
め
、
同
８
を
同
注
意
事
項
の
７
と
し
、
同
注
意
事
項
の
９
中

｢次
｣

を

｢下
記
の
担
当
部
署
｣

に
改
め
、
同
９
を
同
注
意
事
項
の
８
と
し
、
同
注
意
事
項
中

｢〒
０
３
０
｣

を

｢〒
０
３
０
―
０
８
０
１
｣

に
、｢警

務
課
｣

を
｢警
務
教
養
課
｣

に
、｢０
１
７
７
(２
３
)
４

２
１
１
｣

を

｢０
１
７
(７
２
３
)
４
２
１
１
｣

に
改
め
、
同
様
式
の
注
中

｢Ａ
３
横
長
｣

を

｢Ｂ

６
縦
長
｣

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
八
号
中

｢(届
出
の
印
鑑
を
押
す
こ
と
｡)｣

を
削
り
、
同
様
式
の
注
中
３
を
４
と

し
、
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
十
九
号
中｢添

付
す
る
書
類
名
｣

を｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
改
め
、

同
様
式
の
注
の
４
を
同
注
の
５
と
し
、
同
注
の
３
中

｢書
類
｣

の
次
に

｢及
び
資
料
｣

を
加
え
、
同

３
を
同
注
の
４
と
し
、
同
注
の
２
中

｢診
断
書
｣

の
次
に

｢の
記
載
事
項
｣

を
加
え
、
同
２
を
同
注

の
３
と
し
、
同
注
の
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
二
十
号
中｢添
付
す
る
書
類
名
｣

を｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
改
め
、

同
様
式
の
注
の
４
を
同
注
の
５
と
し
、
同
注
の
３
中

｢書
類
｣

の
次
に

｢及
び
資
料
｣

を
加
え
、
同

３
を
同
注
の
４
と
し
、
同
注
の
２
中

｢診
断
書
｣

の
次
に

｢の
記
載
事
項
｣

を
加
え
、
同
２
を
同
注

の
３
と
し
、
同
注
の
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

｢協
力
援
助
者
と
の

｢協
力
援
助
者
と
の

別
記
様
式
第
二
十
四
号
の
二
中

を

に
、｢添

付
す

続
柄

｣
続
柄
又
は
関
係
｣

る
書
類
名
｣

を

｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
改
め
、
同
様
式
の
注
中
３
を
４
と
し
、
２

を
３
と
し
、
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
二
十
四
号
の
三
の
注
中
３
を
６
と
し
、
２
を
３
と
し
、
同
３
の
次
に
４
及
び
５
と
し

て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
｢３

請
求
者
が
選
択
す
る
障
害
給
付
年
金
前
払
一
時
金
の
額
｣
の
欄
に
つ
い
て
は
､
請

求
者
が
選
択
す
る
□
に
�
印
を
記
入
す
る
こ
と
｡

５
｢５

障
害
給
付
年
金
前
払
一
時
金
の
申
出
を
行
つ
た
月
ま
で
の
期
間
に
係
る
障
害
給
付

年
金
の
額
の
合
計
額
｣
及
び
｢６

障
害
給
付
年
金
の
支
給
決
定
に
関
す
る
通
知
を
受
け
た

年
月
日
｣
の
欄
に
は
､
障
害
給
付
年
金
の
最
初
の
支
払
に
先
立
つ
て
申
し
出
る
場
合
は
記
入

し
な
い
こ
と
｡

別
記
様
式
第
二
十
四
号
の
三
の
注
の
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
二
十
四
号
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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６
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別
記
様
式
第
二
十
五
号
中

｢添
付
す
る
書
類
名
｣

を

｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
改

め
、
同
様
式
の
注
中
４
を
５
と
し
、
３
を
４
と
し
、
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

２
申
請
者
は
､
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
二
十
六
号
の
注
中
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
申
請
者
は
､
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
二
十
七
号
中

｢添
付
す
る
書
類
名
｣

を

｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
改

め
、
同
様
式
の
注
中
５
を
６
と
し
、
４
を
５
と
し
、
３
を
４
と
し
、
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
２
と

し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
報
告
者
は
､
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
二
十
八
号
中

｢添
付
す
る
書
類
名
｣

を

｢添
付
す
る
書
類
そ
の
他
の
資
料
名
｣

に
改

め
、
同
様
式
の
注
中
３
を
４
と
し
、
２
を
３
と
し
、
同
注
の
１
中

｢２
の
｣

を

｢２
の
項
中
｣

に
改

め
、
同
１
を
同
注
の
２
と
し
、
同
２
の
前
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１
報
告
者
は
､
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
､
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

別
記
様
式
第
二
十
九
号
の
裏�
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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(

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

発

行

所

・

発

行

人

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

青
森
市
古
川
二
丁
目
一
七
番
五
号

東

奥

印

刷

株

式

会

社

印

刷

所

・

販

売

人

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
経
過
措
置)

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災

害
給
付
に
関
す
る
規
則

(

次
項
に
お
い
て

｢

旧
規
則｣

と
い
う
。)

第
九
条
の
規
定
に
よ
り
交
付

さ
れ
た
協
力
援
助
者
年
金
証
書
は
、
改
正
後
の
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付

に
関
す
る
規
則

(

次
項
に
お
い
て

｢

新
規
則｣

と
い
う
。)

第
九
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た

協
力
援
助
者
年
金
証
書
と
み
な
す
。

３

旧
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
別
記
様
式

第
二
十
四
号
を
除
き
、
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
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